
府
連
大
会
か
ら
早
３
週
間
余
り
。

今
改
め
て
大
会
議
案
書
と
当
日
の
提

案
報
告
や
討
論
を
思
い
返
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
府
連
・
支
部
活
動
強
化

へ
の
思
い
の
一
端
を
記
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議
案
書
の
「
活
動
日
誌
」
を
一
読

す
る
だ
け
で
、
２
０
２
２
年
度
の
多

岐
に
わ
た
る
府
連
諸
活
動
の
概
要
が

よ
く
う
か
が
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と

と
も
に
、
当
日
の
13
名
に
も
の
ぼ
る

大
会
発
言
を
通
じ
て
、
各
支
部
や
女

性
部
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
、

ね
ば
り
づ
よ
い
取
り
組
み
の
実
情
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
「
具
体
的
な
日
中
友
好

運
動
」
推
進
の
主
力
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
大
阪
西
支
部
の
よ
う
な
創
立

60
周
年
の
老
舗
大
支
部
と
と
も
に
、

近
年
結
成
や
再
建
の
相
次
い
だ
新
支

部
や
府
連
女
性
部
な
ど
に
よ
る
、
活

動
の
活
性
化
の
た
ま
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

特
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
支
部
の
役

割
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、

日
中
会
員
の
高
齢
化
、
特
に
中
心
的

な
役
員
の
高
齢
化
と
引
退
が
続
き
、

組
織
的
な
弱
体
化
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
阪
府
連
で
も
同
じ
問
題
を

か
か
え
て
い
ま
す
が
、
大
阪
の
強
み

は
、
近
年
の
城
北
支
部
や
中
河
内
支

部
、
富
田
林
支
部
な
ど
新
支
部
の
結

成
や
堺
支
部
の
再
生
、
旧
府
連
婦
人

委
員
会
の
新
た
な
再
生
と
し
て
の
女

性
部
の
結
成
な
ど
、
新
し
い
経
験
が

積
み
重
な
っ
て
、
明
日
へ
の
希
望
の

灯
が
決
し
て
消
え
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
昨
年
度
は
力
及
ば
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
本
年
度
は
是
非

豊
能
地
域
に
新
支
部
を
と
、
と
い
う

夢
が
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、

中
国
百
科
検
定
や
日
中
青
年
学
生
交

流
な
ど
を
通
じ
て
、
待
望
の
青
年
会

員
増
大
が
見
通
せ
る
時
期
が
近
づ
き

つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
０
２
３
年
度
の
府
連
の
前
進
に

期
待
を
こ
め
て
ー
ー
。
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府
連
大
会
を
終
え
て

会
長

渡
辺

武

府
連
前
進
に
「
希
望
の
灯
」

支
部
の
再
建
と
多
彩
な
活
動
を

岡
田

英
樹
（
富
田
林
支
部
長
）

富
田
林
支
部
を
再
建
し
て
１
年
に

な
り
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
月

１
回
土
曜
・
日
曜
交
互
に
し
て
行
事

を
実
施
、
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
で
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
だ
め
な
場
合

は
市
の
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

会
議
は
ベ
テ
ラ
ン
の
浦
田
さ
ん
が

司
会
を
し
て
、
近
況
報
告
・
中
国
語

講
座
ネ
ー
ネ
ー
さ
ん
（
中
国
人
帰
化
）

指
導
の
も
と
簡
単
な
会
話
を
習
っ
て

い
ま
す
。
大
阪
春
節
祭
や
中
国
料
理
、

12
月
文
化
の
つ
ど
い
に
参
加
。

ワ
イ
ワ
イ
テ
ニ
ス
も
20
人
参
加
、

近
く
に
は
２
世
・
３
世
の
方
も
い
ま

す
、
し
か
し
２
世
は
ほ
と
ん
ど
日
本

語
が
話
せ
ず
３
世
の
か
た
は
理
解
出

来
ま
す
、
私
た
ち
は
日
中
友
好
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
話
す
と
是
非
入
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

NPO
日
中
と
も
接
触
が
あ
り
、
海
遊
館

の
ち
か
く
が
仕
事
場
で
、
外
国
人
が

多
く
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

女
性
部
か
ら
８
名
が
発
言

平
澤

京
子
（
西
支
部
・
女
性
部
）

あ
っ
と
い
う
間
に
大
会
が
終
わ
っ

た
感
じ
で
す
。
今
大
会
で
は
、
女
性

部
委
員
の
８
名
中
６
名
が
、
発
言
台

に
立
ち
ま
し
た
。
富
田
林
支
部
の
女

性
会
員
新
人
の
伏
井
恵
子
さ
ん
も
出

席
し
て
頂
き
、
大
会
宣
言
の
前
に

「
文
化
の
つ
ど
い
」
で
大
役
を
果
た

せ
た
事
を
感
謝
の
気
持
ち
も
含
め
て

ス
ピ
ー
チ
さ
れ
、
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。

李
拓
さ
ん
が
「
今
日
の
大
会
で
、

良
い
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
」
と
大

会
資
料
「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
」
を
紹
介
、

「
内
容
が
実
に
興
味
深
く
、
参
加
し

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
他

の
人
た
ち
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
く

な
る
」
と
絶
賛
。
会
場
の
女
性
陣
か

ら
拍
手
と
歓
声
が
お
こ
り
ま
し
た
。

今
回
は
女
性
新
人
会
員
さ
ん
と
、

府
連
活
動
の
未
来
を
担
う
青
年
会
員

の
発
言
が
光
っ
た
良
い
大
会
で
し
た
。

女
性
部
の
活
動
を
報
告

山
本

範
枝
（
西
支
部
・
女
性
部
）

22
年
９
月
の
「
王
希
奇
一
九
四
六

神
戸
展
」
の
葫
蘆
島
か
ら
１
０
５
万

人
の
引
揚
げ
者
を
描
い
た
大
作
品
を

前
に
、
平
和
の
思
い
、
大
切
さ
を
皆

で
再
確
認
し
ま
し
た
。
中
国
国
交
正

常
化
50
周
年
で
手
づ
く
り
の
文
化
祭

「
日
中
を
つ
な
ぐ
文
化
の
つ
ど
い
」

を
行
い
ま
し
た
。

女
性
部
は
「
大
阪
中
国
帰
国
者
セ

ン
タ
ー
」
を
訪
問
、
出
演
を
お
願
い

し
舞
踊
と
京
劇
を
上
演
し
て
い
た
だ

き
「
ヤ
ン
コ
踊
り
」
で
フ
ァ
イ
ナ
ル

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
中
国
百
科
」
を
も
と
に
ま
と
め
た

資
料
「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
」
で
中
国
の

食
や
伝
統
な
ど
の
学
習
会
を
し
て
い

ま
す
。
前
回
は
参
加
者
の
方
が
岩
塩

の
塊
を
持
参
さ
れ
楽
し
い
勉
強
会
と

な
り
ま
し
た
。
男
性
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。

次
回
は
９
月
17
日
開
催
で
す
。

太
極
拳
は
武
術
と
健
康
の
両
面

恒
岡

正
勝
（
西
支
部
）

西
支
部
で
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
長

ら
く
合
宿
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、

４
年
ぶ
り
に
行
い
ま
す
。

太
極
拳
は
武
術
の
面
と
健
康
の
部

分
が
あ
り
ま
す
。
西
支
部
で
は
年
１

回
は
太
極
拳
の
学
習
会
を
行
い
、
骨

格
の
こ
と
等
を
学
ん
で
い
ま
す
。

他
教
室
や
他
府
県
か
ら
も
参
加
さ

れ
好
評
で
す
。
合
宿
は
10
月
に
富
田

林
で
行
い
ま
す
、
初
心
者
の
方
で
も

充
分
学
べ
ま
す
の
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

府
連
大
会
発
言

②

10
月
に
太
極
拳
合
宿

富
田
林
支
部
の
再
建
や
女
性
部
の
活
動

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
館
、

日
本
共
産
党
大
阪
国
政
事
務
所
、

日
本
共
産
党
大
阪
府
議
会
議
員
団

石
川
た
え
、
明
る
い
民
主
大
阪
府
政

を
つ
く
る
会
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
、
日
本
コ
リ
ア
協
会
大
阪
、
日
本

ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
大
阪
府
支
部
連
合

会
、
大
阪
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
、
原
水

爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会
、
大
阪
平
和

委
員
会
、
日
本
国
民
救
援
会
大
阪
府

本
部
、
大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
、

大
阪
府
保
険
医
協
会
、
大
阪
府
歯
科

保
険
医
協
会
、
大
阪
民
主
医
療
機
関

連
合
会
、
全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守

る
会
連
合
会
、
大
阪
自
治
体
問
題
研

究
所
、
全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
、

大
阪
医
療
労
働
組
合
連
合
会
、
大
阪

市
役
所
労
働
組
合
、
日
本
中
国
友
好

協
会
会
長
・
井
上
久
士
、
兵
庫
県
連

合
会
、
京
都
府
連
合
会
、
奈
良
支
部
、

非
核
の
政
府
を
求
め
る
大
阪
の
会
、

進
歩
と
革
新
を
め
ざ
す
大
阪
の
会

（
大
阪
革
新
懇
）
、
全
日
本
年
金
者

組
合
大
阪
府
本
部
、
関
西
勤
労
者
教

育
協
会

（
敬
称
略
順
不
同
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
27
団
体
と

政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た

会
長
・
渡
辺
武
。
副
会
長
・
山
本
恒

人
。
理
事
長
・
松
尾
豊
。
事
務
局
長
・

近
藤
好
幸
。
事
務
局
次
長
・
澤
野
井

公
夫
。
常
任
理
事
・
浅
田
美
奈
子
、

石
井
勉
、
岡
田
英
樹
、
片
山
英
徳
、

恒
岡
正
勝
、
浜
正
幸
、
松
原
弥
寿
夫
、

森
脇
篤
子
。
理
事
・
浅
田
勝
美
、
上

村
康
夫
、
小
部
修
、
栗
山
俊
子
、
早

乙
女
実
、
坂
手
日
登
美
、
佐
藤
倫
理
、

高
田
佳
誉
子
、
土
井
一
正
、
長
山
瑛

子
、
西
澤
信
善
、
西
脇
義
彦
、
登
り

山
和
希
、
平
澤
京
子
、
平
松
悦
雄
、

藤
崎
光
子
、
藤
田
大
輔
、
前
田
尋
、

森
西
武
志
、
山
本
範
枝
、
李

拓
。

会
計
監
査
・
谷
澤
弘
喜
、
西
本
博
文
。

顧
問
・
石
川
元
也
、
小
林
徳
子
、

藤
後
博
巳
。
参
与
・
西
村
成
雄
。

（
敬
称
略
）

新

役

員

紹

介

前
田
清
兵
庫
県
連
会
長
が
来
賓
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。
「
昨
年
は
日
中
国

交
正
常
化
50
年
、
今
年
は
平
和
友
好

条
約
45
年
で
す
。
孫
文
が
北
京
に
行

く
前
に
神
戸
に
１
９
２
４
年
11
月
18

日
立
ち
寄
っ
て
か
ら
来
年
が
１
０
０

周
年
に
な
り
ま
す
。
神
戸
大
学
安
井

先
生
に
お
願
い
し
て
多
様
な
行
事
を

取
り
組
む
予
定
で
す
。

兵
庫
県
連
は
７
月
～
９
月
の
平
和

運
動
月
間
中
に
組
織
拡
大
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
平
和

運
動
を
勉
強
す
る

た
び
に
拡
大
し
て

い
こ
う
、
声
か
け

を
し
て
い
こ
う
と

突
破
口
を
広
げ
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
台
湾
有

事
・
日
本
有
事
に

し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
」

平
和
友
好
条
約
45
周
年
記
念
行
事
を
計
画

兵
庫
県
連

前
田
会
長

来
賓
挨
拶



は
じ
め
に

昨
年
末
『
府
連
通
信
』
12
月
号
で

は
、
若
年
層
（
16
～
24
歳
）
失
業
率

が
全
体
（
16
～
59
歳
）
失
業
率
5.4
％

の
４
倍

19.9

％
と
過
去
最
高
を
記
録

（
２
０
２
２
年
７
月
）
、
「
５
人
に

一
人
が
失
業
者
」
と
い
う
異
常
な
状

態
は
「
建
国
以
来
最
悪
の
雇
用
危
機
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
（
標
題
「
中
国
経
済

景
気
後
退
と

い
う
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
」
）
。

こ
の
よ
う
な
「
雇
用
危
機
」
に
は

手
が
打
た
れ
て
、
解
決
に
向
か
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

資
料
．
中
国
国
家
統
計
局
。

『
日
本
経
済
新
聞
』
22
年
12
月
１
日

Ⅰ
．
明
け
て
２
０
２
３
年
上
半
期

ま
た
も
や
記
録
更
新

ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
か
ら
の
転
換
に
よ

る
経
済
回
復
を
反
映
し
て
、
２
０
２

３
年
の
第
一
・
四
半
期
全
体
失
業
率

は
5.5
％
で
、
22
年
第
４
・
四
半
期
か

ら
0.1
％
下
が
っ
た
の
は
よ
い
と
し
て

も
、
若
年
層
失
業
率

18.3
％
（
１
月

17.3

％
、
２
月

18.1
％
、
３
月

19.6
％
）
は
表

に
あ
る
22
年
７
月
の
最
高
記
録
に
近

い
高
止
ま
り
の
水
準
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
国
家
統
計
局
の
評

価
は
「
２
０
２
３
年
第
一
・
四
半
期

の
雇
用
情
勢
は
総
体
と
し
て
好
転
」

（
王
萍
萍
・
人
口
＆
就
業
局
長
、
４

月
19
日
）
と
し
た
う
え
で
「
若
年
層

の
失
業
問
題
も
６
月
卒
業
の
23
年
度

大
学
生
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
け
ば

落
ち
着
い
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
い
う

楽
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
・
四
半
期
若
年

層
失
業
率
は
４
月

20.4
％
、
５
月

20.8
％

６
月

21.3
％
と
上
昇
、
前
年
の
最
高
記

録
を
塗
り
替
え
て
し
ま
っ
た
。

国
家
統
計
局
の
楽
観
的
評
価
は
一

転
、
「
青
年
の
就
業
圧
力
は
強
く
、

党
中
央
と
国
務
院
は
こ
れ
を
重
く
見

て
い
る
。
各
地
区
、
各
部
門
は
大
学

卒
業
生
の
就
職
促
進
の
た
め
の
措
置

を
強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
（
王
萍
萍
、
７
月
18
日
）
と
軌

道
修
正
を
行
っ
た
。

な
お
、
全
体
失
業
率
に
つ
い
て
は
、

23
年
上
半
期
で
5.3
％
と
前
年
上
半
期

に
比
べ
0.4
％
下
が
っ
て
い
る
。
全
体

失
業
率
は
わ
ず
か
で
も
改
善
が
見
ら

れ
る
の
に
、
若
年
層
失
業
率
は
異
常

上
昇
。
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
中
国
経
済
は
大
丈
夫
な
の
か
、

掘
り
下
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
次
号
に
続
く
）
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記
録
更
新
を
重
ね
る
中
国
の
若
年
層
失
業

建
国
以
来
最
悪
の
雇
用
危
機

山
本

恒
人

私
の
戦
中
体
験
と
長
谷
川
テ
ル

坂
手

日
登
美
（
中
河
内
支
部
）

１
９
９
１
年
～
２
０
０
２
年
ま
で

中
国
の
大
学
に
中
国
語
お
よ
び
演
劇

の
勉
強
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

満
州
で
父
・
叔
父
を
亡
く
し
、
養
父

も
戦
時
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
不
思
議
と
３
人
と
も
中
国
の
悪
口

を
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
見

下
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
私

も
中
国
の
友
も
い
ま
し
た
、
お
互
い

言
葉
は
出
来
な
い
の
に
、
ま
た
朝
鮮

の
友
も
い
ま
し
た
そ
の
子
は
日
本
語

が
出
来
る
子
で
し
た
、
言
葉

は
お
互
い
出
来
な
い
の
に
友

情
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

逆
に
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
満

州
人
と
い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
１
９
４
６
展
で
神
戸
に

行
き
ま
し
た
。
あ
の
中
に
私

が
い
る
と
思
い
じ
っ
と
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

１
９
４
７
年
１
週
間
ほ
ど

コ
ロ
島
に
い
ま
し
て
７
月
博

多
に
着
き
ま
し
た
。
母
は
大

連
生
ま
れ
、
私
は
新
京
（
長

春
）
生
ま
れ
、
祖
父
の
代
に

大
連
に
渡
っ
て
旅
館
業
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
留
学
中
に
長

谷
川
暁
子
さ
ん
が
大
学
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
長
谷
川
テ
ル
さ
ん
の
娘
さ

ん
で
す
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
テ
ル

を
知
っ
て
い
た
の
で
親
し
く
い
た
し

ま
し
た
。

百
科
検
定
で
歴
史
な
ど
を
学
ぶ

柳

基
世
（
城
北
支
部
）

米
・
中
対
立
が
激
し
い
、
常
に
ど

こ
か
で
戦
争
し
て
い
る
米
、
そ
の
お

先
棒
を
か
つ
が
さ
れ
て
い
る
日
本
は
、

軍
拡
し
て
中
国
と
敵
対
し
て
き
て
い

る
。
百
科
検
定
の
勉
強
で
歴
史
等
を

勉
強
す
る
中
、
日
中
友
好
の
大
切
さ

を
知
っ
た
。
も
っ
と
勉
強
を
し
て
底

辺
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

中
国
の
食
文
化
を
学
ぶ

高
田

佳
誉
子
（
直
属
理
事
）

女
性
部
学
習
会
「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
」

を
３
月
か
ら
、
中
国
を
も
っ
と
学
び

た
い
と
中
国
文
化
の
食
文
化
を
学
び

ま
し
た
。
講
師
は
百
科
検
定
委
員
の

私

高
田
が
担
当
、
食
文
化
を
テ
ー

マ
に
会
場
か
ら
も
多
様
な
声
が
あ
り
、

歴
史
等
の
話
も
あ
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
合
い
の
手
も
入
り

随
分
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
国
と
日
本
の
違
い
、
お
弁
当
を

温
め
る
と
か
、
こ
の
学
習

会
で
し
か
学
べ
な
い
、
楽

し
く
集
い
学
ぶ
と
い
う
文

化
を
通
じ
て
し
か
出
来
な

い
場
に
し
て
い
き
ま
す
。

多
彩
な
活
動
を

浅
田

勝
美
（
堺
支
部
）

堺
支
部
と
し
て
三
つ
の

こ
と
行
っ
て
い
る
、
一
つ

は
１
９
３
７
年
大
牟
田
で

起
き
た
毒
ガ
ス
問
題
、
こ

れ
は
山
本
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
り
研
究
中
国
に

発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

民
医
連
の
先
生
は
中
国

で
勉
強
さ
れ
て
、
日
本
全
国
に
も
３

カ
所
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
戦
後
78
年
経
っ

て
も
終
わ
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
が
戦

争
で
あ
る
。

二
つ
目
は
文
化
行
事
で
、
詩
吟
を

行
っ
て
い
る
。
横
山
先
生
の
ご
厚
意

で
２
カ
月
に
１
回
実
施
、
横
山
先
生

も
日
中
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
た
。

フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺
で
国
際
文
化
交
流

の
プ
レ
企
画
と
し
て
学
習
会
を
行
い
、

留
学
生
招
待
し
た
い
。

三
つ
目
は
留
学
生
の
こ
と
で
す
、

日
本
に
留
学
希
望
者
が
多
い
。
そ
れ

を
ど
う
受
け
入
れ
る
か
で
す
、
私
は

現
在
山
東
省
煙
台
の
窓
口
に
な
っ
て

い
ま
す
、
例
え
ば
桃
山
大
学
留
学
生

３
０
０
人
、
そ
の
う
ち
２
０
０
人

が
中
国
人
で
す
。
中
国
で
は
不
景
気

も
あ
り
若
者
の
行
く
所
が
な
く
留
学

希
望
は
日
本
が
増
え
て
い
ま
す
。

中
国
語
や
楽
器
の
練
習
を

小
部

修
（
中
河
内
支
部
）

中
国
語
教
室
は
初
級
を
第
２
と
第

４
月
曜
日
に
行
い
、
終
了
後
は
交
流

を
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
オ

カ
リ
ナ
や
尺
八
、
二
胡
、
ケ
ー
ナ
の

楽
器
の
練
習
も
楽
し
く
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
で
友
好
を

木
下
拓
翔
（
李

拓
）
（
学
生
）

２
年
前
こ
こ
で
ス
オ
ナ
を
披
露
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
者
は
日

中
友
好
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
中
国

嫌
中
観
は
な
い
。
中
国
人
先
輩
に
聞

く
と
日
本
人
は
嫌
い
で
は
な
い
、
国

と
し
て
は
問
題
が
あ
る
が
人
と
し
て

は
別
で
あ
る
。

国
と
国
は
問
題
が
多
く
仲
が
悪
い
、

な
ぜ
闘
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
戦
前

中
国
は
抗
日
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
。

４
月
北
朝
鮮
が
心
配
に
な
っ
て
き

た
、
そ
う
し
た
ら
内
閣
支
持
率
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
。
戦
争
へ
向
か
う
方
が

い
い
の
か
？
危
機
感
を
あ
お
る
の
が

い
い
の
？
戦
争
を
す
る
こ
と
で
国
が

ま
と
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
ろ
い

ろ
と
考
え
る
。

中
国
百
科
検
定
は
進
め
る
こ
と
で

友
好
に
な
る
、
知
識
は
友
好
を
当
た

り
前
に
し
て
く
れ
る
。
６
年
生
の
時

原
爆
勉
強
し
た
、
ア
メ
リ
カ
が
や
っ

た
こ
と
私
は
戦
争
を
終
わ
ら
す
た
め

に
よ
か
っ
た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
、

で
も
学
校
で
は
ダ
メ
と
言
わ
れ
た
。

人
を
殺
す
こ
と
が
正
し
い
と
な
る

か
ら
、
や
は
り
戦
争
は
回
避
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
、
犯
罪
の
な
い
社
会

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

大
阪
府
連
大
会
13
名
が
多
彩
な
発
言

➂

７
月
31
日
、
私
た
ち
は
香
川
県
に

集
ま
り
、
と
も
に
第
６
回
西
日
本
地

区
日
中
友
好
交
流
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
『
日
中
平
和
友
好
条

約
』
締
結
45
周
年
を
記
念
す
る
盛
大

な
式
典
で
あ
り
、
条
約
締
結
の
初
心

に
立
ち
返
り
、
歴
史
か
ら
知
恵
や
力

を
汲
み
取
り
、
と
も
に
日
中
友
好
を

推
進
す
る
信
念
と
決
意
を
、
よ
り
一

層
強
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
日
中
両
国

の
先
輩
指
導
者
た
ち
が
両
国
民
の
根

本
的
利
益
の
観
点
か
ら
、
卓
越
し
た

戦
略
的
知
恵
と
政
治
的
勇
気
を
も
っ

て
、
日
中
国
交
正
常
化
の
実
現
を
英

断
し
、
さ
ら
に
条
約
と
い
う
法
的
に

裏
打
ち
さ
れ
た
形
で
両
国
の
平
和
共

存
、
世
世
代
代
の
友
好
と
い
う
方
向

性
を
定
め
、
私
た
ち
に
半
世
紀
の
発

展
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
。

ー
ー
日
中
友
好
を
も
っ
と
信
義
を
重

ん
じ
る
も
の
に
。
ー
ー
日
中
友
好
を

も
っ
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
。
ー
ー
日

中
友
好
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
。

日
中
友
好
を
も
っ
と
持
続
可
能
に
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
両
国
の
よ
り

多
く
の
人
々
が
日
中
友
好
に
関
心
を

持
ち
、
参
加
す
る
よ
う
努
め
、
特
に

両
国
の
青
年
世
代
が
積
極
的
に
友
好

事
業
に
身
を
投
じ
、
日
中
友
好
の
後

継
者
と
し
て
、
友
好
の
炎
を
代
々
受

け
継
い
で
く
れ
る
よ
う
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

（
大
会
宣
言
か
ら
抜
粋
）

大
会
に
大
阪
府
連
か
ら
山
本
恒
人

副
会
長
と
常
任
理
事
の
岡
田
英
樹
富

田
林
支
部
長
、
浜
正
幸
中
河
内
支
部

長
の
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
６
回
西
日
本
地
区
日
中
友
好
交
流
大
会

高
松
市
で
日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
記
念
式
典


